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【手続補正書】
【提出日】平成31年4月17日(2019.4.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　車両用の対象物検出装置（１０）であって、
　反射波を用いて対象物を表す複数の検出点を検出する３以上の検出器（２１～２３）と
、
　前記３以上の検出器のうち、前記複数の検出点の少なくとも一部が重複するように車両
に配置されている２つの検出器から入力される前記複数の検出点を対応付けて、前記２つ
の検出器の組み合わせの全てについて水平方向における相対的な軸ずれ量を算出し、算出
した前記相対的な軸ずれ量の組み合わせを用いて水平軸がずれている検出器を特定する、
検出器特定部（１０１、Ｐ１）と、を備える、車両用の対象物検出装置。
【請求項２】
　車両用の対象物検出装置（１０）であって、
　反射波を用いて対象物を表す複数の検出点を検出する２つの検出器であって、前記複数
の検出点の少なくとも一部が重複するように車両に配置されている２つの検出器と、
　前記２つの検出器から入力される前記複数の検出点を対応付けて、前記２つの検出器の
水平方向における相対的な軸ずれ量を算出し、算出した前記相対的な軸ずれ量と、各前記
検出器から入力される前記検出点を用いて算出される絶対軸ずれ量とを用いて水平軸がず
れている検出器を特定する検出器特定部（１０１、Ｐ１）と、を備える、車両用の対象物
検出装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の車両用の対象物検出装置において、
　前記検出器特定部は、前記車両が旋回中に検出された検出点を用いない、車両用の対象
物検出装置。
【請求項４】
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　請求項１から３のいずれか一項に記載の車両用の対象物検出装置において、
　前記検出器特定部は、前記車両が静止中に検出された検出点を用いない、車両用の対象
物検出装置。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれか一項に記載の車両用の対象物検出装置において、さらに、
　前記算出された相対的な軸ずれ量を用いて、前記特定された検出器からの検出信号を補
正することによって前記特定された検出器の水平軸ずれを補正する補正部（１０１、Ｐ２
）を備える、車両用の対象物検出装置。
【請求項６】
　請求項１から４のいずれか一項に記載の車両用の対象物検出装置において、
　前記複数の検出器は駆動部を備え、水平方向に回転可能であり、
　前記車両用の対象物検出装置はさらに、前記算出された相対的な軸ずれ量を用いて、前
記駆動部を駆動させて前記特定された検出器の水平軸ずれを補正する補正部を備える、車
両用の対象物検出装置。
【請求項７】
　請求項５または６に記載の車両用の対象物検出装置において、
　前記補正部は、前記算出された相対的な軸ずれ量が予め定められた第１補正基準値以上
の場合に補正を行う、車両用の対象物検出装置。
【請求項８】
　請求項５または６に記載の車両用の対象物検出装置において、
　前記補正部は、前記算出された相対的な軸ずれ量と、前記検出点を用いて各前記検出器
について算出される絶対軸ずれ量との差が予め定められた第２補正基準値以下の場合に補
正を行う、車両用の対象物検出装置。
【請求項９】
　請求項５から８のいずれか一項に記載の車両用の対象物検出装置において、
　前記補正部は、前記算出された相対的な軸ずれ量に応じて補正量を決定する、車両用の
対象物検出装置。
【請求項１０】
　車両用の対象物検出装置における水平方向の軸ずれ判定方法であって、
　反射波を用いて対象物を表す複数の検出点を検出する３以上の検出器のうち、前記複数
の検出点の少なくとも一部が重複するように車両に配置されている２つの検出器から入力
される前記検出点を対応付けて、前記２つの検出器の組み合わせの全てについて水平方向
における相対的な軸ずれ量を算出し、
　算出した前記相対的な軸ずれ量の組み合わせを用いて水平軸がずれている検出器を特定
する、ことを備える、水平方向の軸ずれ量判定方法。
【請求項１１】
　車両用の対象物検出装置における水平方向の軸ずれ判定方法であって、
　反射波を用いて対象物を表す複数の検出点を検出する２つの検出器であって、前記複数
の検出点の少なくとも一部が重複するように車両に配置されている２つの検出器から入力
される前記複数の検出点を対応付けて、前記２つの検出器の水平方向における相対的な軸
ずれ量を算出し、
　算出した前記相対的な軸ずれ量と、各前記検出器から入力される前記検出点を用いて算
出される絶対軸ずれ量とを用いて水平軸がずれている検出器を特定する、ことを備える、
水平方向の軸ずれ量判定方法。
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